
 

 

 

 

 

 

 

バス利用および今後の交通まちづくりに関するアンケート結果 

 

 
 

 

 

アンケート調査の概要は、以下のとおりである。 

 

 （1）アンケート方法   ：郵送配布・郵送回収、バス車内配布・郵送回収 

 （2）対象者抽出方法   ：住民基本台帳より無作為抽出 

 （3）アンケート配布日  ：2010 年 10 月 30 日（土） 

 （4）アンケート回収締切日：2010 年 11 月 15 日（月） 

（5）アンケート質問項目 ：11 項目 

・問 1  平日の主な交通行動 

・問 2 バスの利用環境と利用頻度 

・問 3 路線バスの維持に関する対応と必要な理由、支援の可能性、地域 

公共交通維持の考え方 

・問 4 岡崎市の公共交通事業の取組みに対する認知度、各種公共交通事業 

による公共交通利用機会および利用に対する意識の変化 

・問 5 都心地域（康生地区～東岡崎駅周辺～JR岡崎駅周辺）における各種 

交通手段の利用環境に対する満足度 

・問 6 個人属性 

・問 7 自由意見 

（6）回収率 ：39.2％（回収数：4,151／配布数：10,600） 

バス利用者への配布数：158 

合計回収数 4,309 

 

 

平成 23年 2月 
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 ◇岡崎市市全体では、通勤が 43.8％、買物が 26.4％、その他私的目的が 13.0％である。 

  また、通院が 6.8％を占め、寝たきりなど身体的理由で外出しない人が 1.3％存在する。 

 ◇額田地区では通院割合（12.3％）が相対的に高い。 

40.9

50.0

43.8

39.6

43.6

47.3

45.4

41.6

42.5

43.8

5.4

6.0

7.6

5.4

6.5

6.9

8.1

6.6

4.1

6.4

31.3

21.8

23.3

30.2

28.0

25.1

24.8

25.8

25.8

26.4

4.3

5.8

6.8

6.4

5.7

5.9

5.1

12.3

10.4

6.8

14.1

13.1

14.3

16.1

12.6

10.6

13.5

10.6

10.9

13.0

3.3

2.4

2.8

0.9

2.3

2.5

2.1

2.0

2.7

2.3

0.5

0.8

1.4

1.5

1.3

1.7

0.9

1.1

3.6

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=552

岡崎 n=496

大平 n=502

東部 n=467

岩津 n=525

矢作 n=406

六ツ美 n=467

額田 n=546

無回答 n=221

合計 n=4182

通勤 通学 買物 通院 その他私的目的 業務 寝たきりなど身体的理由で外出しない

 

※目的不明（無回答）を除く 

 

【地区別・回答者数構成】 

13.2

11. 8 12. 0
11.4

12. 4

9. 6

11.2

13.0

5.5

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

12.0 

14.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）

 
アンケート回答者数 4,309名  

（回答 4,073 名 無回答 236 名） 

問１ 平日の主な交通行動についてお答えください。 

①  平日の主な外出目的をお答えください。 
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【午前・午後の区分】 

  ◇出発時刻の 87％は午前中である。 

84.7

87.1

86.7

88.5

88.2

85.4

87.8

88.3

86.8

87.1

15.3

12.9

13.3

11.5

11.8

14.6

12.2

11.7

13.2

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本庁 n=497

岡崎 n=458

大平 n=451

東部 n=417

岩津 n=474

矢作 n=371

六ツ美 n=418

額田 n=497

無回答 n=189

合計 n=3772

午前 午後

 

② 出発時刻と所要時間をご記入ください。 
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【時間帯別移動人数】 

  ◇発時刻のピークはどの地区も 7時台にある。 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

（％）

（時刻）

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田

 
 

 

 

【所要時間帯別人数】 

 ◇10～20分の行動の割合が高い。 

 ◇額田地区に居住している人の所要時間のピークは 30～40分であり、他の地区より長い。 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

10未満 10～20 20～30 30～40 40～50 50～60 60以上

（％）

（分）

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田

 

 

額田地区 
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◇鉄道利用割合は、東部地区で最も高く 37.5％、次に矢作地区、岡崎地区、大平地区であ

り、岩津地区が最も低く 14.0％である。 

  ◇バス利用割合は東岡崎バスターミナルがある本庁地区で最も高く 18.5％である。 

   利用割合が低い地区として東部地区（2.9％）、額田地区（7.9％）、矢作地区（8.3％）が

あげられる。 

  ◇自動車利用（自分で運転）割合はどの地区も高く、全体で 53.0％である。 

  ◇自転車利用割合は平均 5.4％に対し、本庁地区（8.3％）、大平地区（7.3％）、矢作地区

（6.8％）で相対的に高く、額田地区（1.3％）では低い。 

17.8

23.8

22.4

37.5

14.0

24.6

16.4

20.4

22.3

21.9

18.5

13.9

12.2

2.9

17.6

8.3

13.8

7.9

13.1

12.2

44.8

48.7

52.4

48.8

56.0

52.4

56.8

64.3

52.6

53.0

4.1

2.3

2.0

4.8

4.0

2.7

3.9

4.2

5.7

3.6

0.9

0.5

0.2

0.4

0.9

0.2

1.1

0.4

1.6

1.4

1.4
0.5

0.2

0.9

1.4

0.9

1.0

8.3

6.0

7.3

3.4

5.1

6.8

5.6

1.3

3.4

5.4

4.9

2.8

1.8

1.9

2.7

3.6

1.9

0.7
1.7

2.5

0.2

0.2

0.2

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=493

岡崎 n=433

大平 n=441

東部 n=416

岩津 n=450

矢作 n=338

六ツ美 n=414

額田 n=456

無回答 n=175

合計 n=3616

鉄道 バス 自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

 ※利用手段不明を除く 

（％）      

居住地区 鉄道 バス
自動車
・運転

自動車
・送迎

タクシー バイク 自転車 徒歩

本庁 17.8 18.5 44.8 4.1 0.0 1.6 8.3 4.9
岡崎 23.8 13.9 48.7 2.3 0.9 1.4 6.0 2.8
大平 22.4 12.2 52.4 2.0 0.5 1.4 7.3 1.8
東部 37.5 2.9 48.8 4.8 0.2 0.5 3.4 1.9
岩津 14.0 17.6 56.0 4.0 0.4 0.2 5.1 2.7
矢作 24.6 8.3 52.4 2.7 0.9 0.9 6.8 3.6
六ツ美 16.4 13.8 56.8 3.9 0.0 1.4 5.6 1.9
額田 20.4 7.9 64.3 4.2 0.2 0.9 1.3 0.7
無回答 22.3 13.1 52.6 5.7 1.1 0.0 3.4 1.7
合計 21.9 12.2 53.0 3.6 0.4 1.0 5.4 2.5  

③ 主に利用する交通手段は何ですか。 
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◇男女別にみると女性は鉄道、バスの利用率が高く、男性は自動車、バイクの利用率が相

対的に高い。 

【男女別利用交通手段】 

23.1

21.4

8.3

14.8

56.7

50.4

2.1

4.5

0.2

0.5

1.5

0.5

5.5

5.2

2.4

2.6

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 n=1613

女性 n=1858

鉄道 バス 自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

 

◇年齢階層別にみると、20歳未満、20代は鉄道の利用率が高く、20歳未満は自転車の利

用率が高い。 

◇65歳以上はバスの利用率が高くなり、自動車（自分で運転）の利用率は低くなっている。 

【年齢階層別利用交通手段】 

42.4

31.8

18.8

19.9

19.0

16.8

20.7

23.1

8.1

5.0

4.5

6.4

9.8

10.6

20.7

29.4

4.5

51.9

67.4

65.0

58.6

62.1

48.4

30.7

2.0

2.5

1.5

1.1

3.2

3.7

4.0

11.2

0.2

0.6

0.9

1.2

2.5

1.3

1.3

1.1

0.2

1.2

0.2

36.9

3.8

4.9

3.3

4.3

4.3

2.2

1.9

6.1

2.5

1.5

2.9

3.4

2.1

2.1

1.7

0.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満 n=198

20代 n=318

30代 n=531

40代 n=549

50代 n=469

60- 64歳 n=536

65- 74歳 n=581

75歳以上 n=411

鉄道 バス 自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段
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【鉄道利用 乗車側交通手段】 

 ◇徒歩割合が最も高く市全体では 28.3％を占めている。特に駅周辺に人口が集積する東部地

区（49.7％）、矢作地区（40.3％）の割合が高い。 

 ◇バス利用割合は岩津地区（55.4％）や本庁地区（34.1％）、額田地区（31.8％）で高く、駅

周辺に人口が集積する東部地区（10.3％）、矢作地区（6.5％）で低い。３年前と比較し乗

合タクシーが導入された額田地区で 8.8 ポイントと大きく増加している。 

 ◇自転車利用割合は矢作地区（29.9％）、六ッ美地区（26.6％）で高く、本庁地区（12.2％）

で低い。 

34.1

31.3

24.1

10.3

55.4

6.5

25.0

31.8

28.1

25.2

8.5

4.0

6.9

5.5

8.9

9.1

15.6

30.6

9.4

10.5

6.1

10.1

11.5

6.9

8.9

2.6

14.1

30.6

6.3

10.9

1.0

2.8

1.3

2.4

1.1

6.1

6.1

3.4

2.1

2.6

10.9

1.2

6.3

4.0

12.2

18.2

14.9

15.2

16.1

29.9

26.6

2.4

12.5

16.2

30.5

27.3

35.6

49.7

7.1

40.3

7.8

1.2

31.3

28.3

2.4

2.0

3.4

7.6

3.6

7.8

6.3

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=82

岡崎 n=99

大平 n=87

東部 n=145

岩津 n=56

矢作 n=77

六ツ美 n=64

額田 n=85

無回答 n=32

合計 n=727

バス 自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

※利用手段不明を除く                           

 

鉄道およびバス（まちバスや乗合タクシーなどを含む）を利用される方は、乗車駅・バス

停の名称とそこまでの交通手段と所要時間および降車駅・バス停の名称とそこからの交通

手段と所要時間をお答えください。 

38.2

39.8

27.5

5.0

50.0

3.2

32.1

23.0

22.3

24.2

9.0

17.9

7.1

10.5

11.2

12.5

7.5

13.5

11.9

28.6

34.3

4.1

29.6

21.8

35.0

59.9

10.7

52.6

4.5

0.8

24.5

30.4

3.0

13.3

19.1

38.5

10.4

11.7

6.0

9.9

10.0

7.4

27.0

3.9

6.0

8.1

12.5

5.9

2.1

2.5

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.7

0.7

3.0

2.1

2.5

6.7

3.2

2.4

2.7

3.3

0.8

3.3

17.0

20.2

18.0

0.0

2.5

1.8

1.2

0.6

0.0

1.4

2.1

1.6

本　庁

岡　崎

大　平

東　部

岩　津

矢　作

六ッ美

額　田

無回答

合　計

（％）

バス 自動車（自分で運転） 自動車（家族等の送迎） タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

回答数 

152 

133 

120 

222 

84 

154 

134 

122 

94 

1,215 

※日常の交通実態とバス利用に関

する市民アンケート（H19.7） 
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【駅までの利用交通手段の地区別利用割合】 

バス 

34.1 31.3 
24.1 

10.3 

55.4 

6.5 

25.0 
31.8 28.1 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）
（n=183）

 

自動車・運転 

8.5 4.0 6.9 5.5 8.9 9.1 
15.6 

30.6 

9.4 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）
（n=76）

 

自動車・送迎 

6.1 10.1 11.5 6.9 8.9 
2.6 

14.1 

30.6 

6.3 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）
（n=79）

 

自転車 

12.2 
18.2 14.9 15.2 16.1 

29.9 26.6 

2.4 
12.5 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）
（n=118）

 

徒歩 

30.5 27.3 
35.6 

49.7 

7.1 

40.3 

7.8 
1.2 

31.3 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田 無回答

（％）
（n=206）
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【主な鉄道駅までの利用交通手段構成】 

 ◇ＪＲ岡崎、東岡崎は駅の勢力圏が広いことからバス利用割合が高いが、矢作橋や藤川は駅

の勢力圏が狭く、徒歩、自転車の利用割合が高い。 

 ◇３年前と比較しバス利用割合が高くなっており（ＪＲ岡崎を除く）、自動車（自分で運転）

利用割合が低くなっている。 

24.7

56.0

14.1

22.3

5.4

5.3

7.8

9.0

8.7

18.5

5.3

12.7

9.0

12.0

17.8

5.4

0.6

3.3

1.9

10.2

4.5

2.2

1.3

5.4

23.5

8.2

9.8

7.6

29.7

15.8

19.3

10.4

45.7

26.8

48.6

57.9

1.2

3.0

4.3

3.8

5.4

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＪＲ岡崎 n=166

東岡崎 n=134

美合 n=92

本宿 n=157

矢作橋 n=37

藤川 n=19

バス 自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

※ 上記の駅は乗降人員が 5,000 人以上 

駅名が記入されているサンプルを対象としている。 
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【鉄道駅までの所要時間】（手段合計） 

 ◇平均所要時間は岩津地区の 20分が最大であり、東部地区や矢作地区は約 11 分と短い。 

  東部地区や矢作地区は駅周辺居住者が多いのに対し、岩津地区の場合は市域の北部から東

岡崎などにバスでアクセスする人が多いことで時間がかかっている。 

 ◇額田地区は鉄道利用者が少ないが、本宿などの駅にアクセスすることから岩津地区に次い

で時間がかかっている。 

12.7
11.9

14.6

10.7

19.9

11.2

14.4

18.5

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田

（分）

 

 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

～10 10～20 20～30 30～

（％）

（分）

本庁 岡崎 大平 東部 岩津 矢作 六ツ美 額田

 

                             （分） 

～10 10～20 20～30 30～
本庁 23.2 65.9 4.9 6.1
岡崎 34.3 52.9 8.8 3.9
大平 21.5 53.8 12.9 11.8
東部 32.4 62.2 3.4 2.0
岩津 5.0 43.3 26.7 25.0
矢作 38.0 53.2 5.1 3.8
六ツ美 19.7 57.6 16.7 6.1
額田 2.2 64.0 15.7 18.0 
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【バス利用 乗車側交通手段】 

◇徒歩利用が約 8割であるが、矢作地区、大平地区、東部地区では自転車の利用が高く、

額田地区では自動車で送迎されてバス停に向かう人が約 17％程度存在する。 

1.3

1.9

2.5

1.5

4.8

5.6

1.7

1.9

4.2

16.7

1.7

5.6

0.3

3.7

10.0

10.0

3.0

14.3

8.3

4.6

83.1

85.2

82.5

90.0

81.8

66.7

70.8

61.1

100.0

80.1

15.6

7.4

5.0

13.6

14.3

16.7

11.1

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=77

岡崎 n=54

大平 n=40

東部 n=10

岩津 n=66

矢作 n=21

六ツ美 n=48

額田 n=18

無回答 n=12

合計 n=346

自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

※バス停までの利用手段不明を除く 
 また、バスの端末手段として「バス」を回答した人のデータを除く 

 

【バス利用 降車側交通手段】 

◇約 8割の人は徒歩利用であるが、額田地区では自動車（送迎）、バイクの利用割合も高い。 

1.9

2.3

4.0

1.1

2.6

9.1

0.8

9.1

0.4

5.3

0.8

79.6

79.5

88.0

100.0

82.5

83.3

71.1

72.7

100.0

81.1

18.5

18.2

8.0

17.5

16.7

21.1

9.1

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=54

岡崎 n=44

大平 n=25

東部 n=8

岩津 n=57

矢作 n=18

六ツ美 n=38

額田 n=11

無回答 n=9

合計 n=264

自動車・運転 自動車・送迎 タクシー バイク 自転車 徒歩 その他の手段

 

※バス停からの利用手段不明を除く 
 また、バスの端末手段として「バス」を回答した人のデータを除く 
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【最寄りバス停までの距離】 

本庁（常盤地区除く）     本庁（常盤地区） 

34.0

18.6 17.8

5.5
11.9 12.3

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=86

101～200ｍ
n=47

201～300ｍ
n=45

301～400ｍ
n=14

401～500ｍ
n=30

501ｍ～
n=31

（％）

 

13.3

23.3 20.0

6.7
13.3

23.3

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=4

101～200ｍ
n=7

201～300ｍ
n=6

301～400ｍ
n=2

401～500ｍ
n=4

501ｍ～
n=7

（％）

 

岡崎        大平 

22.4
15.6 16.0

4.9

19.8 21.3

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=59

101～200ｍ
n=41

201～300ｍ
n=42

301～400ｍ
n=13

401～500ｍ
n=52

501ｍ～
n=56

（％）

 

27.7

18.6
11.4

6.4
14.4

21.6

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=73

101～200ｍ
n=49

201～300ｍ
n=30

301～400ｍ
n=17

401～500ｍ
n=38

501ｍ～
n=57

（％）

 

東部        岩津 

24.0

13.3 11.7
3.6 6.6

40.8

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=47

101～200ｍ
n=26

201～300ｍ
n=23

301～400ｍ
n=7

401～500ｍ
n=13

501ｍ～
n=80

（％）

 

19.9 19.2
15.0

5.3

15.0

25.6

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=53

101～200ｍ
n=51

201～300ｍ
n=40

301～400ｍ
n=14

401～500ｍ
n=40

501ｍ～
n=68

（％）

 

矢作        六ツ美 

18.0
13.8 16.2

5.4

16.2

30.5

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=30

101～200ｍ
n=23

201～300ｍ
n=27

301～400ｍ
n=9

401～500ｍ
n=27

501ｍ～
n=51

（％）

 

24.2
18.6 16.5

4.8

16.5 19.5

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=56

101～200ｍ
n=43

201～300ｍ
n=38

301～400ｍ
n=11

401～500ｍ
n=38

501ｍ～
n=45

（％）

 

額田        合計 

31.6

12.7 12.0
4.5

10.2

28.9

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=105

101～200ｍ
n=42

201～300ｍ
n=40

301～400ｍ
n=15

401～500ｍ
n=34

501ｍ～
n=96

（％）

 

26.0

16.4 14.4

5.1
13.6

24.6

0.0

25.0

50.0

1～100ｍ
n=540

101～200ｍ
n=341

201～300ｍ
n=300

301～400ｍ
n=105

401～500ｍ
n=282

501ｍ～
n=511

（％）

 

問２ バス（まちバスや乗合タクシーなどを含む）の利用についてお答えください。        

①  自宅から最寄りのバス停の名称と距離をお答えください。 
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◇バス停名や位置、バスの乗り方はわかるが、路線・ルート・所要時間・発時刻などはわ

からない人の割合が高い。 

 

本庁 n=509     岡崎 n=462 

74.7

64.6

64.4

61.1

47.7

42.6

41.5

24.6

60.9

21.8

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

77.5

66.0

62.6

58.0

42.9

39.4

32.0

18.8

60.8

18.2

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

大平 n=456     東部 n=397 

71.7

60.7

55.0

50.7

36.8

29.4

25.0

18.6

54.8

23.9

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

53.7

41.8

42.8

34.3

23.9

19.4

19.4

12.6

41.1

39.0

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

岩津 n=469     矢作 n=359 

78.3

70.1

67.8

62.3

52.7

41.2

33.0

21.1

64.0

18.8

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

52.1

41.5

39.8

35.4

27.0

20.6

17.3

13.9

40.1

42.1

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

② 自宅からよく行く目的地（通勤・通学地、スーパー、病院など）まで利用できるバスに

ついて、知っていることを全て教えてください。 
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六ツ美 n=419     額田 n=465 

68.0

55.1

51.8

48.0

34.6

28.4

22.7

17.4

52.3

25.5

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

72.3

60.4

58.5

52.5

38.9

35.1

25.2

20.4

47.1

24.1

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）

 

合計 n=3708 

69.1

58.1

55.9

50.9

38.6

32.7

27.5

18.7

53.0

26.1

乗車するバス停の場所

乗車するバス停名称

降車するバス停の場所

降車するバス停名称

路線・ルート

所要時間

料金

発車時刻

バスの乗り方

バスに関することは何も知らない

（％）
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【１年間のバス利用】 

◇市全体では 6割弱の方が 1年以上バスを利用していない 

◇東部、矢作、額田の３地区では 7～8割の人が 1年以上バスを利用していない 

◇３年前と比較し、この１年間でバスを利用している人は岡崎、東部、岩津、額田で若干

増加している 

62.3

57.0

46.8

23.7

60.6

25.5

41.7

28.9

40.4

44.1

37.7

43.0

53.2

76.3

39.4

74.5

58.3

71.1

59.6

55.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=544

岡崎 n=484

大平 n=498

東部 n=431

岩津 n=510

矢作 n=384

六ツ美 n=458

額田 n=522

無回答 n=208

合計 n=4039

利用している この1年間全く利用していない

 

③ 自宅近くのバスを週、月または年に何回ぐらい利用していますか。 

※往復で利用する場合は２回としてください。 

 

64.2

61.4

46.2

21.7

58.4

25.6

48.8

26.2

43.6

44.2

35.8

38.6

53.8

78.3

41.6

74.4

51.2

73.8

56.4

55.8

本　庁

岡　崎

大　平

東　部

岩　津

矢　作

六ッ美

額　田

無回答

合　計

（％）

利用している この1年間全く利用していない

回答数 

1,234 

1,019 

1,196 

1,080 

1,227 

1,158 

1,146 

1,188 

686 

9,934 

※日常の交通実態とバス利用に関する市民アンケート（H19.7） 
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◇この１年間でバスを利用している人は、男女別では女性、年齢別では 20 歳未満、65歳

以上で多い。 

40.3

46.9

59.7

53.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 n=1792

女性 n=2084

利用している この1年間全く利用していない

 

48.6

34.3

32.4

42.7

43.1

41.8

51.1

60.4

51.4

65.7

67.6

57.3

56.9

58.2

48.9

39.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満 n=208

20代 n=356

30代 n=598

40代 n=600

50代 n=527

60- 64歳 n=617

65- 74歳 n=653

75歳以上 n=450

利用している この1年間全く利用していない

 

【月に何回バスを利用しているか】 

◇月に 5回未満の人が 7 割（70.9％）を占めている。 

◇1 日 2 回（往復）利用、週 10 回、月 40 回以上の人は全体の約 6％である。 

（単位：回/月）  

26.7

30.1

29.8

28.7

32.9

35.8

41.5

31.3

32.1

31.6

38.3

40.1

46.5

39.6

39.7

40.0

33.0

47.3

18.5

39.3

6.2

10.3

7.9

14.9

8.8

6.3

7.4

10.0

16.0

8.9

3.0

3.7

3.1

3.0

2.0

2.1

2.7

2.0

6.2

2.9

8.6

2.6

3.1

5.0

3.3

4.3

2.7

6.2

4.3

9.8

6.3

6.6

6.9

6.8

7.4

5.9

4.0

11.1

7.2

6.2

6.6

3.1

2.0

6.5

5.3

5.3

2.7

8.6

5.3

1.2

0.4

2.1

1.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=337

岡崎 n=272

大平 n=228

東部 n=101

岩津 n=307

矢作 n=95

六ツ美 n=188

額田 n=150

無回答 n=81

合計 n=1759

1未満 ～5 ～10 ～15 ～20 ～40 ～60 60～

 

     注）単位年→1/12で月に換算、単位週→×4で月に換算 
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◇賛成できるとする意見が過半を超える項目は、「バスを積極的に利用するなど、利用促進

に努める」、「地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する」「行政が主体

となってバス路線の維持を検討する」となっている。 

◇賛成できないとする意見が過半を超える項目は、「バスを維持するために、運賃を値上げ

する」、「バスを維持するために、地域住民が費用負担する」、「対応は必要ない（廃止は

やむを得ない）」となっている。 

◇「地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する」については、どちらと

もいえないとする意見が多くなっている。 

◇路線バスを維持するための対応は、運賃の値上げや地域住民の費用負担ではなく、バス

の利用促進や地域住民が主体となったルートなどの検討に賛成できるとした意見が多い。 

◇地区により大きな差はないが、本庁地区では「バスを積極的に利用するなど、利用促進

に努める」に賛成できるとする割合が高くなっている。 

本庁 

38.0 

2.0 
1.0 

25.9 

10.8 

27.4 

2.6 

25.5 

11.8 

7.1 

38.3 

17.6 

32.8 

5.5 

26.3 

29.6 

30.5 

28.9 

50.6 

29.6 

28.0 

7.3 

38.4 

35.8 

4.9 

13.9 

6.4 

29.1 

2.8 

18.2 

25.7 
2.0 

7.1 

3.8 

34.8 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない
 

岡崎 

24.1 
0.9 

0.4 

15.5 

5.5 

19.4 
1.1 

29.8 

11.6 

7.0 

43.4 

26.9 

43.1 

4.9 

35.2 

24.0 

23.9 

31.4 

48.0 

28.8 

35.6 

8.5 

46.4 

36.8 

7.6 

15.0 

7.2 

30.0 

2.4 

17.1 

31.8 

2.0 

4.6 
1.5 

28.4 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  

問３ 全国的にバス路線の廃止が進むなか、岡崎市では市内のバスネットワークを維持して

いくための手法として、廃止対象路線を見直すことにより、高齢者など一定の需要が見

込まれる路線については、市が運行に必要な経費を補てんし、交通事業者と協議して地

域の需要に見合ったものに改善を進めています。 

① 路線バスの維持に関する対応について、①～⑦の項目ごとにあなたの考えに該当する

ものを１つ選んでください。 
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大平 

25.7 

2.8 

1.3 

21.6 

11.5 

23.7 

2.5 

29.0 

8.3 

8.6 

37.2 

21.9 

35.4 

7.4 

34.7 

29.5 

26.8 

31.5 

47.9 

29.6 

32.7 

7.0 

38.4 

33.4 

6.6 

13.5 

8.0 

27.1 

3.5 

21.0 

29.9 

3.1 

5.2 

3.3 

30.2 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  

東部 

25.8 

1.2 

2.6 

26.3 

12.5 

25.4 

2.0 

25.8 

13.1 

10.3 

38.0 

23.2 

27.3 

5.1 

37.0 

31.0 

28.6 

28.0 

46.2 

37.1 

41.2 

8.3 

35.1 

30.5 

5.3 

14.2 

7.4 

24.6 

3.1 

19.6 

27.9 
2.4 

3.9 

2.9 

27.1 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  

岩津 

27.2 

3.7 

2.3 

21.6 

9.9 

28.7 

3.7 

26.8 

8.0 

9.6 

38.8 

18.4 

34.1 

3.3 

36.5 

26.6 

23.5 

29.5 

50.7 

28.9 

33.7 

6.4 

38.7 

33.3 

5.4 

12.4 

5.3 

29.7 

3.1 

23.0 

31.3 

4.8 

8.6 

3.0 

29.5 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  

矢作 

21.2 

3.0 
1.4 

23.8 

10.6 

24.0 

5.2 

22.3 

8.0 

5.8 

39.2 

21.1 

31.1 

5.5 

39.1 

26.5 

25.6 

28.5 

49.7 

34.9 

34.4 

13.3 

41.4 

33.1 

5.8 

13.3 

6.5 

28.7 

4.1 

21.0 

34.2 

2.7 

5.3 

3.5 

26.2 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  
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六ツ美 

22.6 

1.4 

1.4 

20.7 

8.9 

24.6 

2.1 

28.1 

11.9 

8.9 

41.2 

23.9 

32.8 

4.9 

34.2 

23.0 

24.2 

29.1 

46.0 

31.9 

32.6 

11.4 

44.4 

37.5 

6.0 

13.8 

7.7 

27.0 

3.7 

19.3 

28.0 

3.0 

7.3 

3.0 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない  

額田 

24.0 

0.9 

3.0 

22.4 

13.9 

31.4 
1.3 

23.6 

9.9 

10.3 

37.2 

25.1 

29.3 

4.3 

43.2 

31.9 

31.0 

33.3 

46.4 

33.5 

34.3 

6.8 

39.4 

32.7 

4.5 

10.7 

3.2 

23.5 

2.3 

18.0 

23.0 
2.6 

3.9 

2.5 

36.6 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない
 

合計 

26.2 

1.9 

1.7 

21.9 

10.4 

25.7 

2.5 

26.3 

10.2 

8.5 

38.9 

21.9 

33.3 

5.1 

36.0 

27.9 

26.9 

30.6 

48.7 

31.6 

34.2 

8.4 

40.0 

33.9 

5.7 

13.2 

6.5 

27.3 

3.1 

20.0 

29.0 

2.9 

5.8 

2.9 

30.9 

0% 25% 50% 75% 100%

①バスを積極的に利用するなど、利用促進に努める

②バスを維持するために、運賃を値上げする

③バスを維持するために、地域住民が費用負担する

④地域住民が主体となってルートやバス停位置などを検討する

⑤地域住民が主体となって路線バス以外の交通手段を検討する

⑥行政が主体となってバス路線の維持を検討する

⑦対応は必要ない（廃止はやむを得ない）

大いに賛成できる やや賛成できる どちらともいえない あまり賛成できない 全く賛成できない
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◇「高齢者や子供など、車を運転できない交通弱者にとって必要な移動手段だから」が最

も多く、次いで「高齢者ドライバーなどの交通事故を減らすために、バスの利用は有効

だから」となっており、高齢社会への対応として路線バスの維持が必要とする意見が多

くなっている。 

◇一方、地域の活性化や交流促進といった「まちの魅力を高め、地域を活気づけるための

手段として必要だから」、「各地域を結び、地域間の交流を促進する役割をもっているか

ら」とする意見は少なくなっている。 

49.4

52.6

88.1

20.4

21.5

35.9

38.9

66.5

60.0

1.5

3.3

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

本庁 n=540 （％）（％）

47.8

42.0

89.6

11.6

11.0

33.3

36.5

66.1

64.5

0.8

3.1

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

岡崎 n=490 （％）（％）

47.8

42.0

89.6

11.6

11.0

33.3

36.5

66.1

64.5

0.8

3.1

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

大平 n=489 （％）（％）

33.7

44.1

87.7

13.4

14.5

26.2

31.5

68.1

51.5

3.1

3.3

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

東部 n=454 （％）（％）

② 路線バスの維持が必要な理由などについて、あなたの考えをお答えください。 

（該当するもの全て） 



 

 20 

50.7

50.3

90.6

16.4

16.2

31.6

39.1

67.2

60.3

2.3

4.2

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

岩津 n=519 （％）（％）

37.1

42.2

86.2

11.8

13.6

24.6

27.9

64.5

50.1

5.9

4.9

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

矢作 n=391 （％）（％）

46.0

36.8

86.7

10.5

15.1

26.7

34.6

64.7

59.6

3.9

3.4

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

六ツ美 n=465 （％）（％）

40.8

46.0

87.2

16.2

16.8

20.2

19.2

64.2

55.1

3.2

3.2

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

額田 n=530 （％）（％）

42.2

42.9

83.5

13.7

14.6

26.8

30.6

62.1

54.4

2.9

3.5

通勤や通学などの日常の移動手段として

必要だから

通院や買い物などの日常の移動手段と

して必要だから

高齢者や子供など、車を運転できない交

通弱者にとって必要な移動手段だから

まちの魅力を高め、地域を活気づけるた

めの手段として必要だから

各地域を結び、地域間の交流を促進する

役割をもっているから

環境にやさしいまちづくりに必要な手段

だから

道路の混雑を緩和する手段として有効だ

から

高齢者ドライバーなどの交通事故を減ら

すために、バスの利用は有効だから

必要に応じてバスを利用できるという生

活に安心感を得られるから

路線バスの維持は必要ない

その他

合計 n=4284 （％）（％）
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◇「バスの利用回数を増やす」が最も多く、次いで「自動車などによる移動をバス利用に

転換する」となっており、自身の交通行動の変更によって支援するとする意見が多くな

っているが、「何もできない」とする意見も多くなっている。 

◇バス路線の充実している本庁地区や岡崎地区では「バスの利用回数を増やす」が比較的

多くなっている。 

◇額田地区では「自動車などによる移動をバス利用に転換する」が比較的少なくなってお

り、地域特性としてバス利用への転換が難しい側面もあることがうかがえる。 

◇「バスの維持に必要な経費の一部を負担する」は最も少なくなっている。 

 

 

37.0

51.4

21.3

15.6

8.6

24.4

5.0

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

本庁 n=525 （％）（％）

31.2

48.9

14.8

15.8

11.0

25.2

3.7

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

岡崎 n=481 （％）

26.5

39.9

16.4

14.9

10.5

31.7

4.4

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

大平 n=476 （％）

32.3

32.8

15.2

18.7

11.9

30.4

5.2

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

東部 n=427 （％）

29.2

48.6

15.8

17.2

9.8

27.6

4.0

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

岩津 n=500 （％）

28.8

34.8

15.6

17.7

7.3

35.1

7.0

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

矢作 n=385 （％）

③ 路線バスを維持するために、どのような支援ができますか。（該当するもの全て） 
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27.3

40.4

17.0

16.2

11.6

31.9

4.8

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

六ツ美 n=458 （％）

23.3

37.1

19.0

19.8

14.3

32.9

5.3

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

額田 n=510 （％）

27.2

38.9

15.7

15.6

9.8

27.6

4.6

自動車などによる移動を

バス利用に転換する

バスの利用回数を増やす

バスの利用を周囲に呼びかける

バスの維持に向けた検討に参画する

バスの維持に必要な経費の

一部を負担する

何もできない

その他

合計 n=4262 （％）
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◇地域住民が主体となって検討することについて賛成とする意見は 8割を超えるが、住民

自身が検討の場に参加したい、してもよいとする意見は 2割程度にとどまっている。 

◇バス事業者主体で運行を検討することが望ましいとする意見は、約 6％と最も少なくな

っている。 

◇３年前と比較し、地域住民が主体となって検討することについて賛成とする意見は 9.2

ポイント増加している。また、検討の場への参加意向を持つ人は 6.7ポイント増加して

いる。 

5.8

5.0

5.3

5.8

3.4

5.0

5.8

6.8

6.8

5.4

19.5

15.4

15.4

14.5

13.9

18.4

17.5

18.6

17.3

16.7

59.1

61.5

66.3

62.2

64.8

57.1

59.5

58.5

54.5

60.9

6.0

6.9

4.8

6.5

6.4

6.6

4.9

4.7

8.4

5.9

8.1

7.3

6.3

7.6

8.2

10.8

8.8

9.2

11.5

8.4

1.5

4.0

1.9

3.5

3.2

2.1

3.5

2.2

1.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=518

岡崎 n=480

大平 n=475

東部 n=434

岩津 n=497

矢作 n=380

六ツ美 n=452

額田 n=511

無回答 n=191

合計 n=3938

このような考え方に賛成であり、検討の場にも積極的に参加したい

このような考え方に賛成であり、検討の場に参加してもよい

このような考え方に賛成であるが、検討の場への参加は考えていない

バス事業者主体で運行を検討することが望ましく、このような考え方に賛成できない

行政主体で運行を検討することが望ましく、このような考え方に賛成できない

その他
 

 

④ 地域の公共交通を持続可能なものにしていくためには、地域住民が主体となり、運行計

画の立案から利用促進、さらには運行するための経費についても検討し、地域と行政が

それぞれの役割と責任を持って創り、守り、育てていくことが期待されています。あな

たの考えに該当するものを１つ選んでください。 

 

17.8

14.5

14.2

14.2

15.7

13.9

15.3

18.2

14.2

15.4

61.5

60.3

58.1

58.7

59.6

58.1

58.3

54.5

55.4

58.4

7.1

7.5

10.0

11.0

9.8

10.1

9.1

8.4

10.5

9.2

7.6

10.1

8.9

8.8

8.2

9.6

10.1

12.0

11.0

9.5

4.3

4.8

5.4

2.8

3.6

4.1

4.6

3.2

5.5

4.2

1.7

2.8

3.4

4.4

3.1

4.2

2.6

3.8

3.3

3.3

本　庁

岡　崎

大　平

東　部

岩　津

矢　作

六ッ美

額　田

無回答

合　計

（％）

賛成参加 賛成不参加 バス事業者の判断 行政主体で維持 企業の協賛金等で維持 その他

回答数 

1,147 

943 

1,088 

1,060 

1,168 

1,094 

1,072 

1,118 

599 

9,289 

※日常の交通実態とバス利用に関する市民アンケート（H19.7） 

賛成 83.0％ 

賛成 73.8％ 
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 ＜岡崎市の公共交通事業の取り組み＞ 

①おかざきエクスプレスの整備 

（岡崎駅、東岡崎駅、中心市街地、主要な公共施設などを直接結ぶ拠点快速バスの運行） 

②基幹バスネットワーク（市民病院線）の整備 

（矢作地区、額田支所、大門駅と市民病院を結ぶ基幹バス3ルートの運行） 

③中山間地域における乗合タクシーの整備 

（下山地区、形埜地区などで地域住民が主体となって計画した生活交通の運行） 

④コミュニティバス「まちバス」の整備 

（中心市街地の商店街やイベントと連携し、まちなかでの移動の利便性を向上） 

⑤廃止対象バス路線（市内補助路線）の改善 

（廃止申し出のあった市内15路線の補助運行による路線存続と改善検討） 

⑥既存バス路線（ルート）の新設 

（北斗台、開元の里、山中学区などで地域住民組織の取り組みにより路線バスの乗り入れが実

現） 

⑦公共交通利用促進キャンペーンの実施 

（秋の市民まつりの２日間を「公共交通に親しむ日」として公共交通利用促進キャンペーンを実施）

⑧マイカーから公共交通への意識改革の実施 

（市内事業所などを対象に「エコ通勤トライアル」などのモビリティ・マネジメントを実施）

⑨公共交通マップの作成 

（市内バス路線図や主要駅発着のバス運行情報などを掲載した公共交通マップを作成・配

布） 

⑩路線バスに系統番号を導入 

（交通事業者と連携し、市内全バス路線、乗合タクシーに行き先別の系統番号を導入） 

◇市全体では、④コミュニティバス「まちバス」の整備の認知率が約 5割と最も高く、次

いで①おかざきエクスプレスの整備、②基幹バスネットワーク（市民病院線）の整備の

認知率が約 3割となっている。 

◇⑧マイカーから公共交通への意識改革の実施の認知率は約 1 割と最も低い。 

◇地区により、本庁地区では④コミュニティバス「まちバス」の整備、額田地区では②基

幹バスネットワーク（市民病院線）の整備や③中山間地域における乗合タクシーの整備、

岩津地区では⑥既存バス路線（ルート）の新設の認知率が高くなっている。 

本庁       岡崎 

43.8
32.7

10.8
71.8

13.2
10.9

21.2
9.7

33.3
29.0

56.2
67.3

89.2
28.2

86.8
89.1

78.8
90.3

66.7
71.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=502
② n=496
③ n=489
④ n=504
⑤ n=486
⑥ n=485
⑦ n=485
⑧ n=487
⑨ n=490
⑩ n=487

知っている 知らない
 

35.8
20.5

7.0
45.5

13.0
6.8

17.6
10.2

27.1
25.8

64.2
79.5

93.0
54.5

87.0
93.2

82.4
89.8

72.9
74.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=467
② n=459
③ n=456
④ n=455
⑤ n=454
⑥ n=453
⑦ n=454
⑧ n=451
⑨ n=454
⑩ n=454

知っている 知らない
 

問４ 岡崎市では、便利で使いやすく、持続可能な公共交通ネットワークの構築を進めるた

め、平成 20年度から既存の鉄道やバス路線と連携し、交通結節点や地域拠点間を結ぶ

基幹バス、中山間地域における乗合タクシーの整備などに取り組んでいます。 

① 岡崎市の公共交通事業のこうした取り組みについて、①～⑩の項目ごとに該当するも

のを１つ選んでください。 
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大平       東部 

36.5
28.0

9.9
52.3

13.6
8.1
13.3
8.8

24.7
21.6

63.5
72.0

90.1
47.7

86.4
91.9
86.7

91.2
75.3
78.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=455
② n=446
③ n=443
④ n=447
⑤ n=447
⑥ n=443
⑦ n=445
⑧ n=441
⑨ n=445
⑩ n=445

知っている 知らない
 

32.0
27.3

9.5
48.7

18.0
29.4

15.5
10.3

23.7
17.9

68.0
72.7

90.5
51.3

82.0
70.6

84.5
89.7

76.3
82.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=416
② n=414
③ n=410
④ n=409
⑤ n=405
⑥ n=419
⑦ n=407
⑧ n=407
⑨ n=413
⑩ n=408

知っている 知らない
 

岩津       矢作 

28.9
34.5

7.1
53.2

13.1
32.0

15.1
9.4

24.9
26.3

71.1
65.5

92.9
46.8

86.9
68.0

84.9
90.6

75.1
73.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=485
② n=493
③ n=482
④ n=481
⑤ n=481
⑥ n=487
⑦ n=482
⑧ n=478
⑨ n=481
⑩ n=480

知っている 知らない
 

25.6
36.7

8.3
39.6

14.5
6.4
12.0
8.6

29.0
17.7

74.4
63.3

91.7
60.4

85.5
93.6
88.0
91.4

71.0
82.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=367
② n=371
③ n=360
④ n=366
⑤ n=359
⑥ n=359
⑦ n=358
⑧ n=360
⑨ n=359
⑩ n=361

知っている 知らない
 

六ツ美      額田 

30.8
16.6

6.9
39.0

14.9
4.4

14.4
10.1

26.5
18.3

69.2
83.4

93.1
61.0

85.1
95.6

85.6
89.9

73.5
81.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=442
② n=440
③ n=435
④ n=436
⑤ n=437
⑥ n=435
⑦ n=436
⑧ n=436
⑨ n=442
⑩ n=436

知っている 知らない
 

31.9
64.4

44.1
43.6

26.6
9.1
15.6

8.9
30.1

12.3

68.1
35.6

55.9
56.4

73.4
90.9
84.4

91.1
69.9

87.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=452
② n=472
③ n=463
④ n=447
⑤ n=444
⑥ n=441
⑦ n=443
⑧ n=438
⑨ n=445
⑩ n=438

知っている 知らない
 

合計 

 

33.2
32.9

13.3
49.4

15.9
13.5
15.6
9.5

27.4
21.3

66.8
67.1

86.7
50.6

84.1
86.5
84.4

90.5
72.6

78.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① n=3769
② n=3776
③ n=3717
④ n=3724
⑤ n=3688
⑥ n=3697
⑦ n=3685
⑧ n=3674
⑨ n=3705
⑩ n=3684

知っている 知らない
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◇男女別にみると、どの項目も女性の認知率が高い。 

31.0 

35.0 

33.6 

32.1 

14.1 

12.4 

44.6 

54.3 

18.1 

13.6 

13.9 

13.2 

14.1 

16.7 

11.2 

7.7 

26.2 

28.1 

19.7 

22.4 

69.0 

65.0 

66.4 

67.9 

85.9 

87.6 

55.4 

45.7 

81.9 

86.4 

86.1 

86.8 

85.9 

83.3 

88.8 

92.3 

73.8 

71.9 

80.3 

77.6 

0 % 20% 40% 60% 80% 100%

①男性 n=1692

女性 n=1945

②男性 n=1702

女性 n=1937

③男性 n=1675

女性 n=1911

④男性 n=1678

女性 n=1918

⑤男性 n=1663

女性 n=1899

⑥男性 n=1668

女性 n=1904

⑦男性 n=1662

女性 n=1897

⑧男性 n=1657

女性 n=1891

⑨男性 n=1674

女性 n=1902

⑩男性 n=1655

女性 n=1903

知っている 知らない
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◇年齢階層別にみると、おおむね年齢が高くなるにつれ認知率が高くなっている。 

38.1 
25.6 

29.2  
31.0 
32.6 

29.9 
42.1 

21.9 
19.1 

24.1 
26.7 

36.3 
35.8  

44.9 
8.6 

7.1 
8.2 
11.1  

15.3 
15.5 
18.1 

45.7  
39.3 

47.4 
54.1 

51.0 
49.3 

53.8  
6.7 
8.3 
11.0 
13.4 
16.0 

20.0 
22.2 

6.2  
10.0 
10.3  
12.1 
12.8 
15.6 
17.9  

11.0 
6.0 

16.3 
21.9 

12.2 
14.9 

18.7 
6.2 

9.4 
6.0 

8.7 
9.7 
11.3 
12.9 

20.2 
17.8 

21.2 
24.5 

31.3 
32.0 
34.4 

21.4 
19.6 
18.7 

24.7 
25.1 

16.6 
20.6 

61.9 
74.4 

70.8 
69.0 
67.4 

70.1 
57.9 

78.1 
80.9 

75.9 
73.3 

63.7 
64.2 

55.1 
91.4 

92.9 
91.8 

88.9 
84.7 
84.5 
81.9  

54.3 
60.7 

52.6 
45.9 

49.0 
50.7 

46.2 
93.3  
91.7 
89.0 
86.6 
84.0 

80.0 
77.8  

93.8 
90.0 
89.7 
87.9 
87.2 

84.4 
82.1 

89.0 
94.0 

83.7  
78.1 

87.8 
85.1 

81.3 
93.8 

90.6 
94.0 

91.3 
90.3 
88.7  
87.1 

79.8 
82.2 

78.8  
75.5 

68.7  
68.0 
65.6 

78.6 
80.4 
81.3  

75.3 
74.9 

83.4  
79.4 

0% 10 % 20% 30% 40 % 50% 60% 70 % 80% 90% 100%

①20歳未満 n=210
20代 n=352
30代 n=585
40代 n=591
50代 n=518

60- 64歳 n=595
65- 74歳 n=558

②20歳未満 n=210
20代 n=350
30代 n=588
40代 n=585
50代 n=520

60- 64歳 n=600
65- 74歳 n=564

③20歳未満 n=210
20代 n=351
30代 n=585
40代 n=586
50代 n=515

60- 64歳 n=595
65- 74歳 n=537

④20歳未満 n=210
20代 n=351
30代 n=586
40代 n=590
50代 n=520

60- 64歳 n=588
65- 74歳 n=541

⑤20歳未満 n=209
20代 n=351
30代 n=582
40代 n=583
50代 n=513

60- 64歳 n=586
65- 74歳 n=536

⑥20歳未満 n=210
20代 n=351
30代 n=584
40代 n=588
50代 n=515

60- 64歳 n=591
65- 74歳 n=532

⑦20歳未満 n=210
20代 n=351
30代 n=584
40代 n=585
50代 n=515

60- 64歳 n=583
65- 74歳 n=525

⑧20歳未満 n=209
20代 n=351
30代 n=583
40代 n=585
50代 n=513

60- 64歳 n=583
65- 74歳 n=529

⑨20歳未満 n=208
20代 n=349
30代 n=585
40代 n=587
50代 n=515

60- 64歳 n=585
65- 74歳 n=540

⑩20歳未満 n=210
20代 n=352
30代 n=582
40代 n=587
50代 n=514

60- 64歳 n=585
65- 74歳 n=529

知っている 知らない
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◇市全体では「以前より公共交通を利用する機会が増えた」とする人と、「減った」とする

人がほぼ同数（約 8％）となっているが、本庁地区では「以前より公共交通を利用する

機会が増えた」とする人が、「減った」とする人を上回っている。 

◇市全体で「以前は公共交通を利用していなかったが、新たに利用するようになった」と

する人は約 3％存在するが、「公共交通を利用する機会は以前と変わらない」とする人が

約半数を占める。 

◇額田地区、矢作地区、六ツ美地区では「以前も今も公共交通は利用していない」とする

人が半数近くを占める。 

13.9 

6.0 

7.1 

8.2 

8.1 

4.4 

5.6 

6.4 

10.4 

7.8 

8.2 

6.4 

7.6 

6.3 

8.1 

9.1 

7.0 

7.5 

8.8 

7.6 

3.2 

2.2 

1.3 

2.2 

3.6 

2.2 

3.2 

3.5 

2.7 

2.7 

49.8 

56.3 

50.1 

47.5 

49.4 

39.1 

41.2 

33.3 

38.5 

45.6 

24.9 

29.1 

33.9 

35.9 

30.8 

45.2 

43.0 

49.3 

39.6 

36.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=498

岡崎 n=453

大平 n=463

東部 n=415

岩津 n=468

矢作 n=361

六ツ美 n=444

額田 n=483

無回答 n=182

合計 n=3767

以前より公共交通を利用する機会が増えた
以前より公共交通を利用する機会が減った
以前は公共交通を利用していなかったが、新たに利用するようになった
公共交通を利用する機会は以前と変わらない
以前も今も公共交通は利用していない

 

② ①の各種公共交通事業により、公共交通の利用に関して変わったことがありますか。 
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◇現在の利用頻度（問２③）と比較すると、市全体では各種公共交通事業を行う以前と大

きな差は見られない。 

（単位：回/月）  

16.2

23.9

17.9

18.8

16.4

31.0

20.4

18.6

23.3

19.7

37.1

43.5

42.9

35.4

37.3

33.3

34.7

37.3

30.0

37.3

16.2

21.4

12.5

10.4

11.9

10.2

23.7

20.0

14.3

6.7

8.7

5.4

6.3

6.0

7.1

4.1

8.5

3.3

6.4

4.8

4.3

5.4

8.3

9.0

4.8

12.2

3.4

3.3

6.2

12.4

13.0

14.6

16.4

7.1

18.4

6.8

6.7

11.4

4.8

6.5

3.6

4.2

4.5

4.8

1.7

6.7

4.0

1.9

6.7

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=105

岡崎 n=46

大平 n=56

東部 n=48

岩津 n=67

矢作 n=42

六ツ美 n=49

額田 n=59

無回答 n=30

合計 n=502
1未満 ～5 ～10 ～15 ～20 ～40 ～60 60～

 

     注）単位年→1/12で月に換算、単位週→×4で月に換算 

 

  

 

◇「以前より公共交通の必要性を感じており、今も変わらない」とする人が最も多い。 

◇「以前より公共交通の必要性を感じていたが、いっそう感じるようになった」や「以前

は公共交通の必要性を感じていなかったが、今は感じるようになった」とする人も多く、

約 3割強の人について公共交通に対する意識が変わったといえる。 

16.0

9.6

11.6

11.1

11.4

11.1

8.4

15.9

9.9

11.9

40.2

40.7

40.3

39.3

41.6

32.3

38.8

34.1

40.1

38.6

21.9

25.9

23.4

26.0

22.9

22.6

23.9

25.5

18.1

23.7

7.4

8.9

6.4

8.0

8.5

10.1

8.0

7.2

13.7

8.3

10.7

10.0

13.3

10.6

12.3

17.4

17.1

12.2

13.7

12.9

3.9

5.0

4.9

5.1

3.3

6.5

3.8

5.0

4.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=488

岡崎 n=460

大平 n=466

東部 n=415

岩津 n=481

矢作 n=368

六ツ美 n=451

額田 n=498

無回答 n=182

合計 n=3809

以前より公共交通の必要性を感じていたが、いっそう感じるようになった
以前より公共交通の必要性を感じており、今も変わらない
以前は公共交通の必要性を感じていなかったが、今は感じるようになった
以前は公共交通の必要性を感じていたが、今はあまり感じなくなった
以前から公共交通の必要性を感じておらず、今も感じない
その他

 

④ ①の各種公共交通事業により、公共交通の利用に対する意識は変わりましたか。 

③ ①の各種公共交通事業を行う以前のバス利用頻度を教えてください。 

※往復で利用する場合は２回としてください。 
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◇市全体では、主要駅前や主要施設での駐車場の利用のしやすさ、主要駅前やバス停付近

での駐輪場の利用のしやすさなど、駐車場や駐輪場に対する不満割合が高い。 

◇バスや自動車での都心地域への行きやすさについては、満足割合が高くなっている。 

20.5 

13.6 

13.6 

5.4 

12.7 

6.5 

2.7 

2.2 

7.8 

4.0 

2.4 

5.4 

3.9 

36.7 

37.4 

39.2 

25.5 

36.7 

28.8 

16.5 

20.8 

29.7 

20.4 

7.8 

29.2 

14.9 

19.9 

28.4 

28.1 

39.7 

28.6 

31.2 

23.8 

28.1 

35.5 

32.8 

32.2 

35.6 

43.9 

12.2 

12.2 

12.5 

20.7 

15.6 

23.5 

32.9 

30.8 

15.9 

27.7 

32.7 

19.7 

19.0 

10.6 

8.4 

6.7 

8.8 

6.4 

10.1 

24.1 

18.1 

11.1 

15.0 

24.9 

10.1 

18.3 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の道路の移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐輪場の利用のしやすさ

都心地域内のバス停付近での駐輪のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

本庁

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

自
転
車

徒
歩

 

6.8 

4.6 

6.5 

1.9 

7.6 

3.9 

2.5 

2.1 

4.7 

5.8 

3.0 

3.9 

2.8 

44.1 

33.7 

34.7 

24.6 

34.7 

22.0 

20.8 

17.5 

26.0 

29.2 

11.4 

28.8 

13.7 

25.7 

37.0 

33.4 

38.5 

28.6 

33.7 

18.3 

27.2 

35.7 

29.2 

36.6 

33.8 

41.7 

13.6 

16.5 

16.6 

23.3 

19.2 

28.1 

32.5 

33.4 

23.3 

20.4 

26.7 

18.8 

21.6 

9.8 

8.3 

8.8 

11.7 

9.9 

12.2 

25.9 

19.8 

10.5 

15.4 

22.3 

14.7 

20.2 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の道路の移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐輪場の利用のしやすさ

都心地域内のバス停付近での駐輪のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

岡崎

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

自
転
車

徒
歩

 

8.2 

6.8 

10.1 

4.3 

13.2 

7.1 

4.6 

3.7 

5.6 

3.0 

32.3 

25.3 

31.9 

22.0 

40.5 

30.4 

19.3 

22.4 

25.5 

12.4 

27.2 

41.1 

31.5 

42.5 

26.2 

31.1 

27.2 

32.1 

38.0 

48.9 

20.1 

17.4 

14.8 

19.7 

14.2 

21.9 

28.1 

27.1 

19.6 

19.3 

12.2 

9.4 

11.7 

11.4 

5.9 

9.4 

20.7 

14.7 

11.3 

16.3 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

大平

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

徒
歩

 

問５ 都心地域（康生地区～東岡崎駅周辺～JR岡崎駅周辺）における各種交通手段の利用

環境などについて、①～⑩の項目ごとに、あなたの考えに該当するものを１つ選ん

でください。 

＊該当する交通手段を利用していないなど、わからない場合は「判断できない」を選ん

でください。 
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6.5 

5.8 

8.7 

3.7 

10.4 

5.3 

3.7 

4.6 

5.8 

1.8 

33.6 

35.7 

33.2 

24.2 

37.5 

27.7 

16.2 

17.8 

29.2 

13.9 

28.5 

34.8 

35.7 

44.2 

28.5 

32.4 

20.2 

28.2 

42.6 

53.7 

12.6 

11.1 

12.8 

15.3 

16.1 

23.6 

30.8 

27.3 

15.5 

15.3 

18.7 

12.6 

9.7 

12.6 

7.5 

10.9 

29.0 

22.1 

6.9 

15.3 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

東部

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

徒
歩

 

15.3 

7.1 

11.6 

4.6 

11.9 

5.8 

3.2 

2.8 

4.2 

1.9 

36.9 

33.0 

35.8 

22.5 

33.0 

29.9 

21.2 

22.4 

28.3 

12.8 

25.3 

37.5 

32.6 

43.6 

30.1 

29.6 

23.9 

29.6 

39.5 

48.4 

12.8 

13.5 

13.9 

19.5 

16.0 

21.6 

26.8 

28.9 

16.7 

15.4 

9.7 

9.0 

6.1 

9.8 

9.0 

13.1 

24.9 

16.3 

11.3 

21.5 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

岩津

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

徒
歩

 

5.0 

4.9 

7.0 

4.5 

10.0 

7.1 

2.4 

2.4 

4.2 

3.1 

1.3 

2.0 

2.8 

18.0 

20.7 

27.3 

17.0 

35.8 

25.8 

12.9 

17.3 

25.0 

16.9 

7.3 

28.2 

15.7 

24.0 

39.7 

36.0 

38.6 

25.2 

29.4 

23.8 

31.5 

39.6 

40.0 

41.7 

40.0 

44.8 

22.5 

16.8 

15.7 

24.4 

21.0 

25.8 

32.7 

26.6 

18.8 

25.0 

23.8 

17.1 

17.3 

30.5 

17.9 

14.0 

15.3 

8.1 

11.9 

28.2 

22.1 

12.5 

15.0 

25.8 

12.7 

19.4 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の道路の移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐輪場の利用のしやすさ

都心地域内のバス停付近での駐輪のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

矢作

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

自
転
車

徒
歩
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6.7 

5.0 

8.6 

3.1 

9.9 

4.1 

3.2 

2.4 

5.5 

7.4 

3.4 

2.7 

2.0 

29.6 

28.7 

31.8 

19.5 

36.5 

27.9 

20.5 

20.1 

21.5 

25.6 

13.0 

31.3 

16.5 

25.4 

37.2 

28.6 

43.1 

23.3 

28.9 

27.1 

30.7 

41.8 

35.1 

39.6 

38.3 

49.5 

17.3 

16.5 

17.5 

23.3 

17.5 

24.6 

26.6 

29.6 

16.8 

18.6 

22.2 

17.7 

17.5 

21.1 

12.6 

13.6 

11.1 

12.9 

14.5 

22.6 

17.2 

14.5 

13.2 

21.7 

10.0 

14.5 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の道路の移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐輪場の利用のしやすさ

都心地域内のバス停付近での駐輪のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

六ツ美

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

自
転
車

徒
歩

 

6.1 

4.3 

6.2 

3.9 

8.5 

3.6 

1.4 

1.9 

4.2 

3.4 

26.8 

27.6 

26.0 

19.0 

37.5 

33.9 

17.8 

20.8 

27.1 

15.1 

25.8 

41.1 

43.5 

58.7 

31.1 

29.7 

27.9 

34.6 

42.8 

51.3 

14.1 

14.6 

14.1 

11.2 

16.7 

23.5 

31.0 

24.7 

16.5 

14.3 

27.3 

12.4 

10.2 

7.3 

6.2 

9.3 

21.9 

18.0 

9.3 

16.0 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

額田

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

徒
歩

 

10.0 

7.0 

9.4 

3.9 

10.3 

5.3 

2.9 

2.7 

5.6 

4.7 

2.9 

4.3 

2.7 

33.4 

30.8 

32.9 

22.2 

36.4 

28.2 

18.0 

19.5 

25.6 

21.1 

9.9 

28.0 

14.2 

25.5 

36.8 

33.1 

42.8 

28.0 

30.6 

24.1 

30.0 

39.3 

35.8 

37.2 

38.9 

47.5 

14.9 

14.5 

14.7 

20.2 

17.1 

24.4 

30.2 

28.9 

18.3 

23.3 

26.8 

18.0 

17.9 

16.2 

10.9 

9.9 

10.9 

8.3 

11.6 

24.8 

18.9 

11.3 

15.2 

23.2 

10.9 

17.8 

0% 25% 50% 75% 100%

都心地域への行きやすさ

都心地域内での移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での乗り継ぎのしやすさ

都心地域内の主要バス停での待ちやすさ

都心地域への行きやすさ

都心地域内の道路の走りやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の主要施設での駐車場の利用のしやすさ

都心地域内の道路の移動のしやすさ

東岡崎駅、岡崎駅、岡崎公園前駅等での駐輪場の利用のしやすさ

都心地域内のバス停付近での駐輪のしやすさ

都心地域内の歩道の安全性（幅員やバリアフリーなど）

都心地域内を歩きたくなる魅力

合計

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

バ
ス

自
動
車

自
転
車

徒
歩
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【性別】 

◇回答者は女性が男性をやや上回る。 

45.9

46.5

41.1

45.8

42.4

42.6

45.9

42.1

43.2

44.0

50.6

49.8

54.5

51.1

54.0

52.8

50.9

53.4

39.4

51.5

3.5

3.7

4.5

3.0

3.6

4.6

3.1

4.5

17.4

4.5

0% 50% 100%

本庁 n=567

岡崎 n=508

大平 n=516

東部 n=493

岩津 n=535

矢作 n=413

六ツ美 n=481

額田 n=560

無回答 n=236

合計 n=4309

男性 女性 無回答

 

【年齢】 

◇50歳以上の回答者が約半数を占める。 

 

4.9

5.1

5.4

5.1

5.0

4.1

7.1

4.5

2.5

5.0

7.6

7.1

9.3

7.9

8.4

11.4

8.5

7.9

9.3

8.5

12.3

15.9

14.3

13.0

14.2

16.9

17.5

11.6

11.0

14.2

17.8

18.9

15.3

12.2

15.3

12.8

16.6

8.4

11.4

14.5

11.8

15.4

11.4

11.2

12.0

14.0

11.9

15.5

9.7

12.7

15.0

14.2

13.2

14.8

17.0

16.5

15.6

17.1

14.0

15.3

17.6

13.8

17.6

20.7

17.0

16.0

14.8

17.7

13.1

16.7

0.4

0.2

0.2

0.2

0.2

0.4

0.4

12.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=567

岡崎 n=508

大平 n=516

東部 n=493

岩津 n=535

矢作 n=413

六ツ美 n=481

額田 n=560

無回答 n=236

合計 n=4309

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60- 64歳 65- 74歳 無回答

 

問６ あなたのことについてお答えください。 
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【職業】 

◇会社員・公務員、無職・その他、専業主婦（主夫）が７割以上を占める。 

31.6

37.4

33.3

28.8

33.1

34.4

36.6

31.1

30.1

33.0

8.1

6.5

7.0

3.9

6.2

4.8

5.4

6.6

6.4

6.1

10.8

12.2

12.6

10.1

13.3

14.0

12.7

11.6

9.3

12.0

16.6

15.2

14.0

17.2

15.5

16.5

13.1

12.1

5.9

14.5

6.0

6.1

7.4

5.5

6.0

6.3

8.1

6.3

3.0

6.2

26.1

21.3

24.4

33.5

25.2

23.2

22.7

29.3

28.4

25.9

0.9

1.4

1.4

1.0

0.7

0.7

1.5

3.0

16.9

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=567

岡崎 n=508

大平 n=516

東部 n=493

岩津 n=535

矢作 n=413

六ツ美 n=481

額田 n=560

無回答 n=236

合計 n=4309

会社員・公務員 自営業・自由業 パート・アルバイト 専業主婦（主夫） 学生 無職・その他 無回答

 

 

【自動車運転免許証の有無】 

◇約 8割の人が自動車運転免許を保有している。 

 

77.4

81.3

78.3

73.6

78.9

80.6

82.7

81.6

65.3

78.5

1.2

1.0

0.6

1.0

0.9

0.7

0.4

2.7

1.7

1.1

19.6

16.7

20.2

24.3

18.5

18.2

15.4

14.8

16.9

18.4

1.8

1.0

1.0

1.0

1.7

0.5

1.5

0.9

16.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=567

岡崎 n=508

大平 n=516

東部 n=493

岩津 n=535

矢作 n=413

六ツ美 n=481

額田 n=560

無回答 n=236

合計 n=4309

自動車運転免許証あり 二輪車の運転免許証あり 運転免許証を持っていない 無回答
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【自動車の有無】 

◇市全体では約 7 割の人が自分で自由に使える車を保有している。 

◇地区別の保有率をみると、額田地区が 77.1％と最も高く、本庁地区が 64.7％と最も低い。

本庁地区では家族で車を持っていない人の割合が 10.2％と最も高い。 

64.7

70.1

69.2

65.9

71.6

72.9

73.6

77.1

59.7

70.0

21.2

19.1

20.0

20.9

18.5

16.5

16.6

14.3

11.0

18.0

10.2

7.3

7.0

7.5

6.2

7.3

4.2

2.7

7.2

6.6

3.9

3.5

3.9

5.7

3.7

3.4

5.6

5.9

22.0

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁 n=567

岡崎 n=508

大平 n=516

東部 n=493

岩津 n=535

矢作 n=413

六ツ美 n=481

額田 n=560

無回答 n=236

合計 n=4309

自分で自由に使える車がある 家族に車での送迎を頼める 家族で車を持っていない 無回答

 

 

 


